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１．Glicoグループの環境目標について 
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１．Glicoグループの環境目標について

『Glicoグループ環境ビジョン2050』を策定しています

2030年

プラスチック目標
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２．2022年～25年の環境取り組み
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２． 2022年～25年の環境取り組み（１）

食品メーカーとして日本初のストロー対策を実行
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２． 2022年～25年の環境取り組み（２）

削減の主策としては、使用廃止・軽量化・薄化を徹底的に実行
次善策として、バイオマスの採用も取り組んだ
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２． 2022年～25年の環境取り組み（３）

GLICOグループ全体として海外拠点も同様の取り組みを実施
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２． 2022年～25年の環境取り組み（４）

GOALに対して2025年までの実績(進捗)は原単位で苦戦

■実重量は対BM年度 ２８．６％の削減を達成

■原単位は対BM年度 １９．２％の削減で未達

※原単位；売上億円当たりのプラスチック使用量（t)

※弊社の環境取り組みBM（ベンチマーク）年度は【2017年】で設定しています

【2025年度 実績】
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３．環境取り組みの課題
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３．環境取り組みの課題（コスト増について）

バイオ素材配合

１１５％アップ

2022～25年は、広範な原材料の価格高騰によって製品収支が悪化
そのような市況下で、環境素材はコストが高いため採用見送りが多発

リサイクルPET
採用

１２０％アップ

100%バイオ

６００％アップ

ブロー成型品

軟包装

ｲﾝｼﾞｪｸｼｮﾝ成型品

ストロー

※%は対象プラスチック包材における材料費高騰分

諸物価

１０９％アップ
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３．環境取り組みの課題（お客様のご理解について）

取り組みの目的

子どもたちの環境問題への関心と参画意識を高めながら、

社会問題の解決に自治体や子どもたちと一緒に取り組む
取り組みの内容

✓ 学校給食用牛乳のストローを廃止
✓ 開けやすく、ストロー無しでも飲みやすい容器に変更
✓ ストローレス化を通じて
子供たちが環境問題解決に参画する機会を作る

Before After

2022年度よりストロー
レス容器を採用し、
年間約25ｔを削減。
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Amazonのギフトコードが欲しくて購入しました。 ずっと飲んできた
懐かしい味です。ただ、ストローがなくなったのが衝撃です。
女性 / 20代 / 島根県 / 購入回数: 1回

コーヒー感がハッキリと判る珍しいカフェオレ。カロリーはやや高く 
50kcal/100ml。味的にはかなりうまいのだが、ストローが無くなっ
たのは残念。これも消費税対策(コストダウン)なのだろうか？
男性 / 50代 / 東京都 / 購入回数: 1回

2019年にカフェオーレ500mlのストロー廃止を実行した際は事前のコミュニケーション
不足でお客様に目的が正確に伝わらず、かえって製品やメーカーへの不信感を喚起

昔は付属のストローが付いていましたががいつの間にか無くなってい
ました!!!甘くて一度では飲みきれないので、会社でマグカップに移し
て少しずつ頂いてます(๑´ꈊ`๑)!!!
女性 / 30代 / 長野県 / 購入回数: 1回



©2023 Ezaki Glico Co., Ltd. All Rights Reserved 14

Action1：社内コミュニケーション Action2 Action3

部門で提案

• 調達部門より学乳ストローレス化を
提案

提案内容を全社で再検討 全社で取り組み意義の共感

• ユーザビリティ低下の回避策、

提案ストーリーを全社で検討

• 新包材によるユーザビリティ担保
• 取り組みの目的、意義の全社理解

✓ ユーザビリティ低下・売上減が懸念
（合意できず…）

✓ 開けやすく飲みやすい新包材
✓ 提案ストーリーの再構築

✓ 全社で合意

→ ストローレス化取組開始

カフェオレの失敗例からステークホルダーとのコミュニケーションを重視。まずは、社内の不安払拭
と取り組み意義の理解を進め、工場メンバーを含めた全社取り組みとしての気運を醸成

カフェオレでは
お客様の理解
を得られなかっ
たし、、、
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Action1 Action2 Action3：お客様とのコミュニケーション

＊実際に作成した環境教育

事前に自治体に

環境教育のニーズをヒアリング

全学年が理解できるように、

内容、振り仮名などに配慮

最後に、取り組みの目的「環境問題に自治体や子どもたちと一緒に取り組む」を実現するた
めに環境教育資料を作成、学校で先生から子どもたちへの環境教育を実施
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４．さらなる取り組みとチャレンジ
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４．さらなる取り組みとチャレンジ

引き続き『プラスチック・サーキュラー・チャレンジ2025』参加企業の皆様や省庁・

自治体様、専門家様にご指南いただき、資源循環社会の実現に向けて、
企業市民としての責務を果たすため着実にチャレンジし続けてゆきます

WWFジャパン様

PCC2025
参加企業様

環境省様
自治体様

専門家様
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ご清聴ありがとう御座いました
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